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研究成果の概要（和文）： モンゴル周辺に生息し、長距離移動をする野生有蹄類のモウコガゼルお

よびアジアノロバを対象として、モンゴル－中国国境およびモンゴル鉄道による生息地分断化の影響

を、衛星追跡、衛星画像解析、現地調査等を用い検証した。その結果、鉄道と国境が両種の移動の

障害になっていることが示された。本地域の長距離移動有蹄類の保全に向けて、現存・新規の鉄道・

道路への動物移動用通路設置の必要性や、国際的協力の重要性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： We tested effects of habitat fragmentation by an international railroad and 
borders in Mongolia on Mongolian gazelles and Asiatic wild asses that move long-distances, using 
satellite tracking, remote sensing, and ground survey. Results suggest barrier effects of the railroad and 
borders on the wild ungulates, necessity of over- and/or under-passes on exist and constructing railroads 
and road for animals, and importance of international cooperation for conservation of long-distance 
movement ungulates in this area. 
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１．研究開始当初の背景 

モンゴルを中心に生息するモウコガゼルは、

1940 年代の 150 万頭から個体数・分布域が減

少し、国際自然保護連合(IUCN)のレッドリストに

も 1996 年に絶滅危惧種(LR/nt)として登録され

た（2010 年現在は軽度懸念（LC））。アジアノロ
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バは、モンゴル南部でモウコガゼルと同所的に

生息しており、モウコガゼルよりさらに危急性が

高い（VU）。 

さらに、近年の記録的な冷害・雪害により両種

の個体数が減少しており、希少野生動物の保全

が緊急の課題となっている。また両種はモンゴ

ルから国境を越えるほどの長距離季節移動をす

ると言われていたが、これまでの我々の研究の

結果、モンゴル－中国国境及びモンゴル鉄道に

よってモウコガゼルの移動が阻害されている可

能性が示唆された。国境も同様のバリア効果が

ある可能性がある。そのため生息地分断化の検

証が求められている。 

 

２．研究の目的 

モンゴル南部に生息する、モウコガゼル

（ Procapra gutturosa ） お よ び ア ジ ア ノ ロ バ 

(Equus hemionus) を対象として、１）モンゴル－

中国国境およびモンゴル鉄道による生息地分

断化の検証、２）生息地域内での生息地選択プ

ロセスの解明とそのモデル化、３）生息地分断化

および季節的移動阻害が個体群存続可能性に

及ぼす影響の解明、４）モウコガゼルおよびアジ

アノロバの有効な保全方策の提示、を目的とし

た。 

 

３．研究の方法 

（１）モンゴル南部のゴビ地域においてモウコガ

ゼルとアジアノロバを捕獲し、衛星追跡（Argos

システム）用発信器を装着した。特にモンゴル鉄

道の両側、モンゴル－中国国境付近、両種が同

所的に分布する地域での捕獲を重点的に行い、

2007 年 5 月と 11 月にモウコガゼル 20 頭、アジ

アノロバ 16 頭を捕獲した。7～8 日間隔でガゼル

は約 3 年間、ノロバは約 5 年間の位置データを

取得するように設定した。位置データから年間

行動圏、季節行動圏、移動距離、移動時期等を

算出した。 

 

（２）環境データの 1 つとして、Terra および Aqua

衛星に搭載されている MODIS センサーから得ら

れる正規化植生指数（NDVI）を用い、植物量と

対象種の生息地選択や季節移動、利用場所の

年変動との関係を解析した。 

 

（３）植生、土壌等の現地環境調査を行うとともに、

遊牧民への野生動物の生息状況等に関する聞

き取り調査を行った。 

 

（４）現地気象局や観測サイトからの気象データ

収集を行い、気象要素と植生や土壌水分状態

等との関係を解析した。 

 

（５）捕獲個体や調査中に発見した死亡個体か

ら遺伝分析用のサンプルを採集し、遺伝的多様

性の地理的な違いや、遺伝的構造への生息地

分断化の影響を評価した。 

 

４．研究成果 

（１）国際鉄道付近で捕獲した追跡個体は、どち

ら側で捕獲した個体とも、鉄道に接近することは

あったが、鉄道を越えなかった（図１～３）。また、

中国との国境に接近した個体はあったが、国境

は越えなかった（図１～３）。これらの結果は、鉄

道、国境といった人工構造物が移動の障害にな

っていることを強く示唆し、本地域に現存する鉄

道や、現在進行中の新規鉄道・道路建設の際

に、野生動物の移動を考慮した設計の必要性を

示す科学的根拠となる。また、国境の問題は、

対象種のような陸上を長距離移動する野生動物

保全上、国際的協力が重要であることを示唆す

る。 

 

 

図１．モンゴル鉄道の南西側で捕獲されたモウコガゼルの

追跡データ．２カ月以上追跡できた全個体．過去プロジェ

クトのデータも含む． 

図2．モンゴル鉄道の北東側で捕獲されたモウコガゼルの

追跡データ．２カ月以上追跡できた全個体．過去プロジェ

クトのデータも含む． 



 

（２）モウコガゼルとアジアノロバの移動パターン

や生息地の選好性に違いがあることが示された。

これらの点は両種への保全対策を考慮する上

で、また同所的に生息する異なる体サイズの有

蹄類の生息地選択メカニズムや、移動パター

ン・要因を解明する上で重要である。 

 

（３）複数年追跡されたモウコガゼル個体の移動

パターンや各年の季節行動圏から、モウコガゼ

ルはほぼ同じ季節行動圏間を移動する季節移

動型というよりは、それぞれの年・時期に適当な

場所を利用する遊動型であることが示唆された。

ほとんどのアジアノロバ追跡個体からの位置デ

ータ送信は、追跡開始後 1 年以内に停止してし

まったため、複数年間の比較はできなかった。 

 

（４）モウコガゼルの移動開始時期には植物量の

変化が重要である可能性が示唆された。特に春

の移動時期には植生指数、移動距離とも年変

動が大きく、長距離移動開始時期に積雪量や

積雪時期が影響している可能性がある。 

 

（５）国際鉄道の両側で採取したモウコガゼルの

サンプルの遺伝分析の結果、鉄道による生息地

分断化の影響とみられる、遺伝的構造の違いは

検出されなかった。その原因として、遺伝的構造

が分化するほどの時間が経過していないこと、

鉄道のフェンスの内部でも多くの死体が発見さ

れており、分断化が完全ではないこと、移動能

力が高い種であることなどが考えられる。 

 

（６）気象データの解析から、気象条件の年変動

が植生や土壌水分に及ぼす影響が示された。

干ばつ、多雪は直接・間接的に草食動物に大き

な影響を及ぼすため、長期間を想定した保全対

策の重要性が示唆される。 
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